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1 996年度活動報告

総括

「食と環境」企画に集中された1年であったo 5月-1 1月の期間をかけて、エテ

ィォピア、セネガルの現地NGOへの調査委託、現地訪問調査、そして3名を両国か

ら招鴨してのセミナー、国内訪問をおこなったo企画の組立て方はこれまでの企画と

同じではあったが、内容は、委託調査報告の内容の渥さを初めとして質の高いものに

なったと思う。

他には原稿執筆、諮師派遣、イベント参加など、これまでの活動の大半を占めてき

た「アフリカを伝える」活動をおこなった。

年度の後半は事務局長の入院・療養などが原因し、事務局の体制が弱くなり、通常

の活動に支障がでたことは否めないo特に会報は印刷が外注となり質の高さが得られ

るようになったと同時に、少ないボランティア(運営委員も含む)の担当できりもり

するという状況に限界が来てスケジュール通りの発行がうまくいかなかったと言わ

ざるを得ない。

活動の中心に参加する新しい人材が増えたことも特話しておきたいoこれまで弱か

っだ仏語圏の調査、フォローアップや事務局貝の不在中の問い合せ・ボランティア対

応も、多くの会員によって行われているoただ、参加会員が個々の時間をやりくりす

る中でおこなわれている一つ一つの仕事をつなぐ連携役・調整役はあいかわら数名の

事務局・運営委員に集中しており、その負担はかなりなものとなっている点は否めな

い。今後は調整役を担う人材の育成・確保が必要不可欠であろうo

新しい成果としては、官民合同の動きへの協議会参加であろうo G I Iに関する外

務省と関係NGOとの定期協議会議・合同ミッションへの参加や、 F‘AS ID主催・

外務省後援のセミナーへのパネリスト参加などであるoこうした動きは時流もあり、

増えてくるものと思われるが、今後協議会の活動内容の質を問われるところであるo

食と碑境(調査、セミナー、国内訪問〃講演)

調査委託先

セミナーの名称

Te劃Today & To皿Orrow (¶ & T) (エディオピア)

enda Graf (セネガル)

国際問題セミナー「食と環境」

へアフリカと日本の持続可能な地域発展を目指して̃
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セミナー実施の場所および時期

1996年11月10日(日)於:明治学院大学 第三校舎

当日参加者 148名(内 ボランティア参加者32名を含む。 )

海外招璃者 Ms. Ndey Maty Ndoye, (Senegal)

ぬ●・ ㍍劃adow Ndiaye (Senegal)

Mr. Gizachev Abegaz Abebe (Ethiopia)

招聴期間11月2日へ11月18日

来日中のスケジュール

11月2日

11月3日

11月4日へ6日

ll月7日

工l月8日

11月9日

工1月10日

11月11日

来日

会議参加者同士のミーティング

①名古屋、中部大学学園祭にて諮演(セネガルからのゲスト)

おなじく名古屋国際センターにて講演。愛知県の農家を訪問
②静岡の農家訪問。

.

③静岡国際交流センターで講演(エディオビアのゲスト)
会議参加者のミーティング2回目

夜: NGO関係者との懇談会

明治学院大学国際平和研究所主催の研究会にて講演

会議参加者のミーティング3回目および会場にて最終打合せ
セミナー当日

ゲストと協議会関係者間でセミナ」反省会

および今後のフォローアップに関するミーティング
11月Il日へ17日 地方公演(対象外事業)

①神戸・大阪・京都の農家、 NGOを訪問

神戸YMCAにて諦演

京都、龍谷大学にて講演

京都市内にて講演(以上セネガルからのゲスト)

②京都大学アフリカ地域研究センターにて講演
広島経済大学にて諮演

広島女学院大学似て講演

札幌国際プラザにて講演(以上エテイオピアのゲスト)
11月17日へ18日 離日

【セミナーの内容】 1 1月1 0日の会場を無償提供してくれたのは後援団体でもあ

る明治学院大学国際平和研究所o総合司会は協寵会理事および運営委員の長門真琵

フランス語、英語、日本語の同時通訳がつけられた。会議は公開であったため、会場

の各参加者のアフリカに対する知識、情報などがバラバラなことを予測し、配付資料

や会場に用意したビデオなどで情報の不足を補った。また、会議の進行を円滑にする



ため、会場からの質問、意見については質問用紙に記入してもらい、随時受け付け、

質問時間の前に訂司会が内容を把握する方法を取った。

発表者はセネがレからのゲスト2名とエテイオビアからのゲストl名o 3名が事例

報告者としての発表を行い、その後パネル・ディスカッションのパネリストとして発

言し、司会を明治学院大学の勝俣識教授がおこなったe

内容は以下の通り。 ①基調講演として、ンティ・マテイ・ンドイ(女性、セネガル)

氏がアフリカの食料問題がマクロのレベルから語られることによって見失われてし

まう視点を説明、 ②エテイオげの事例報告としてグザチョ・アベガズ氏が、村の環

境の現状、そこから収穫される食料の英数等を具体的に発表し、食料が足りているの

か、いないのか?足りないのであればどうやって生活をささえているのかなどを具体

例を挙げて講演した。 ③セネガルの事例報告として、ママドゥ・ンジヤイ(男性)が

村での問題と解決策を具体的に話したo村人は「環境劣化」 「沙漠化」 「食料安全保

障」という言葉自身を日常的に使用していないが、その状況を具体的に把握しているo

これまでの外から援助をおこなう者がこちらの観点でしか物事をはかろうとしない

ことでおこる非効率をとりあげ、枠組みさえ持ち込まないで村人と対話をすることで

実際に村人がなぜ環境が劣化するのか具体的に把握し、解決策までも自分たちで生み

出すことができることを実際のプロジェクトを例に報告したo

その後、パネルディスカッションを上認3名と進行役としての明治学院大学教授の

勝俣誠氏の4名でおこなったoまず、講演の内容についての事実確認、その後、環境、

農村と都市、食の3つに対する質問への応答をおこない、最後に日本の市民としてど

ぅ取り組むべきなのかについてそれぞれパネリストから発言したo時間内に紹介でき

なかった意見や質問については後日パネリストからの回答を添えて当協議会の会報

特別号(セミナー特集号)に掲載したoまた、会場でげブリカの布、染め物などが

展示され、会場の外ではアフリカ関連の書籍や民芸品の販売、ビデオ上映が行われたo

来日中、 NGOとの交流や、大学での講演会もおこなったo l l月8日は明治学院

大学国際平和研究所主催で「H皿an Security」をテーマにおこなっている連続研究

会の1環として開催され、ゲスト3名がそれぞれの国の村の事例をもとに講演されたo

参加者は、同研究会に参加している研究者、同大学院・大学の学生であったo司会を

明治学院大学教授、勝俣誠氏がされ、通訳をフランス語と英語とも、当協議会スタッ

フがおこなった。
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【目的を達成したか】アフリカの環境劣化(沙漠化、土壌劣化)とそれが原因とな.?て

おこる食料問題を従来の欧米、マクロの視点から捉えた数値だけの観念だけでなく、

人々へアフリカの農村で食料を生産する人々トの暮らしという①視点からとらえる

ことによって、浮き彫り牢れる勘逆、蝉蝉埋草ことを目
的とした。

これまでの環境問題と食料問題は、音切り離されて討論されていたが、実際に村の

人々に,とってこの2つは背中合わせの問題である。また、どちらも従来は国単位、地

域単位のデータをもとに語られていたが、本セミナーでは、事例として取り上げた村

の各世帯ごとの数字・状況を元に、環境劣化の状況、それと連関する食料の不足を把

握し、世帯ごとのあげる問題から要因を導き出したoこの①②の草の根からの視点で

とらえ、問題を伝える点は、 3名の発表内容および配付資料にて十分に達成されたこ

とと思う。基調講演者には、マクロの視点と、の対比についても言及してもらったが、

世界がアフリ.カをどうとらえようとし、実際の村人はどうなのかもはっきりと表現さ

れていたと思う。 ③の解決策については、実際に村人がすでに始めている小さな、し

かし重要な活動を紹介するに留まった。今後これらの活動をいかに村人のイニシャテ

ィブのもと、強化していけるかがアフリカの発展にとっても大きな課題であろうが、

その点についてはセミナーが公開であったこと、セミナーでは具体的な行動計画を作

り出すということを策定していなかった、等から、セミナーの場所で具体的な解決策

は提示されなかったoしかし、実際にはゲスト招鴨期間中、いくつかのNGOとゲス

ト同士の具体的な今後の協力についての討議がなされ、いくつか実現にむかっている

ものもある。また当協議会としても、今後のNGO強化支援プロジェクト実施に向け

ての動きが進みつつある。

【反省点】 アフリカからのゲスト同士が共通する言語を持たない為、双方の

交流が十分に行われなかった。当協議会の中にも、英語、フランス語双方を理解する

ものは少数であるため、今後、語学力の充実をはかる必要があることを痛感した。

また、エテイオピアでは、部外者が村で自由に写真やビデオをとったりすることが

まだまだむずかしい。その詰果、ゲストが発表に使用する視聴覚機材(スライド、ビ

デオなど)を十分に用意することができなかったため、エテイオピアのイメージを絵
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や地図の他には口頭で伝えるしか手段がなかったのが残念である。声

しかし、それを補うにあまりあるほどセネガルのゲスト、特にE珊ぬ単afのママ

ドゥ氏の持参したビデオや図表などは、食料からみた環境という視点の

問が安全に暮らしていくための必要な要素などを明確に表しているなど

が多かった点は特記しておきたい。

欝霊

【会場の反応】 会場からは内容が難しいという膏と、内容が簡単だ、昨年と同じ

ような話だという声の双方があがっていな公開事業である以上、対象者の予備的知

識の度合いがバラバラなことに100%対応することはむずやい、。ざらに調べたとこ

ろ、同じようにアフリカの知識を持たない人でも、プレ企画一(工0坤こ2度開催)に

参加している人は、難しさが減っていたと判明、今後はプレ企画の段階から広報にも

力を入れていくことが必要と感じた。また、配付資料は高度な内容をめざし、専門家

の目にも対応できる内容となったものと確信している。

全般的には、このセミナーをきっかけとしてアフリカに関心を持ったと回答する人

が多く、あまり機会のないアフリカ人の講演ということもあり、参加者は皆熱単こ講

演に耳を傾けていた。今後も,こうした情報の提供は続けていきたい。

セミナー等の報告は、会報唖onthlyアフリカN〇㌔24&2.5号で特集号として( 

報告してある。また、全会場で配布した資料(邦文・英文・仏文)は有料で頒布して 
上 

いる。今年夏頃をめどに、「食と環境」をテーマに、現地調査報告も含めた報告書を 

作成する予定である。 

鵬師派遣

グローバルビレッジや、恵比寿社会教育館、世田谷生活工房などで運営委鼠会員

が講演をおこなった。また女子栄養大学、四国学院大学、法政大学東洋哲学研窄会、

山梨学院大学などでも講読をおこなった。これらの謝礼は全額協議会へ●・・寄付され言

貴重な財源となっている。

官民協力・現地NGOとのつなぎ役

①東京アフリカ開発会議にむけての活動
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+ 〉 l{3月1 1日̃fz日の2日間、第1回FASID7オーラム『対アフリカ援助の新段階の展

望』が開かれ、尾開渠子事務局長がNGOからの唯一?誉ネリストとして参加した。

他の参加者とペーパータイ守ル産:以下の通り。

. Edoward V.K.Jaycox(前世界銀行 アフリカ担当副総裁) ・・Ec。nOmi。 and

Po正ticd reforms in

Sub_Sahamn A餓ca,十

. Chemogoh Kevin Dzang(ガーナ共和国大使) ”Economic and Po鵬ieal Reforms in

Sub・Saharan Africa:Focus on Ghana’s Eo頓c粗and Econoinic Reforms,,

. Geeert Laporte (ヨーロッパ開発政策・マネージメントセ.ンタ一、プログラムコー

ディネーター) “I血PⅣ血g Aid Implementation:The Ca雪e Of the TU and the

Future ofthe I.ome . ,

臆. ・堀江正彦(外務省経済協力局政策課長) ”Japari’s bevelopment C{hoperation′ Past,
--工事言

prosentand Future"

.’Aidan Cox; (海外開発問題研究所研究フェロ「) “European Aid to Africa:

Management

E鮪ectiveness and New Directions"

. Moh狐nadSふd草u (インドネシア政策国際協力顧問) “co平皿印tS On Sub・Scharan

African Development and the Potential for Asia and A縄ca"

言、臆他に、日本個からパネリスト、コメンテーターとして以下の5名 一′

∴ ・パネリスト(セッション3)

毎日新聞外信部記者福井聡

アフリカ日本協議会事務局長尾関葉子、

∴∵十二コメンテーター
国際大学大学院国際関係学研究科教授犬飼一郎

社団法人アフリカ協会特別顧問 黒河内康

成摸大学経済学部教授 広野良吉

∴、音ん ∴言責

会報アフリカnowでFASIDブ窪めフォ盲-アップを始める。上記のペーパーの要

約を会報に掲載、フォーラムでは足りなかった議論、参加できなかった方の意見を順

次掲載していきたいと考えている。会員からの寄稿も募集し来年1 0月に開催予定の

第2回東京アフリカ開発会議にあわせた活動へとつなげていく。

FASIDで配布されたペーパ」は全部で147頁あqます。ご希望の方には実費(1頁 

10円プラ梱送料)で頒布いたします。事務局までお申し込卒ください。 



節人工・エイズに関する地球規模的問題イ二シァテイブ』(Gll)への参加

上記のテーマに関しては、かねてより関連NGOを中心に外務省との定期協議がお

こなわれていたが、このたびセネガルへの政府ミッションへの参加をきっかけに、こ

の定期協議へも協議会から参加している∴ (参加者は会員の楠田一千代と事務局長展

開葉子) oまた、 3月には政府ミッションへNGO側代表として、楠叶千代が勃卿

した。以下は外務省NGO懇談会に際して配布した資料(4月10日)である。

* JICA/外務省の援助:

.外務省・ J I CA側から感じられた現場でのニーズ;案件形成に役に立つ情報(支

援NGOの組織力、活動詳細、進行中の活動計画など)の取筏

・ NGO側のニーズを凌駕する(ある意味では鰯する)の日本国側のニーズのある

意味での押し付け。予想されたことではあったが草の根無償協力においてもある程度

まとまった額の申請が望まれていた。

・ 「スキーム」が存在するため、支援援助対象が限定されてしまう。また、協議相手

の日本の援助スキームに関する理解がいまだ不十分のように思われた。

・協議中、包括的アプローチという言葉がよく使われたが、実際はセクタ一別プロジ

ェクト・アプローチで、セクターを横断したプログラム・アプローチをとっているUS

AIDや多くのセネガルNGOと対照的であったo 「スキーム」と関連していると思

われる。

*セネガルNGOの一般的印象と簡単な分析:

・ 1 5軸(うち8団体と軸別協議を持っことができなかった)と協議を持った。

・活動分野は、対人口問題、エイズ対策、初等教育、女性活動促進、ネットワーク、

研修などが主であった。また、対人口問題、エイズ対策とも珊活動が主要活動とし

て観察された。

◆NOOの「レベル」 (成熟度)〈・はさまざまで独立前に設立された古いものから設立

後数年しかたたない若いもの、有繊員数は1坪0とばらつきがあり、活動に関し

ても複数年計画を立てている組織から、散発的に活動を計画・実施しているところ、

ドナーを多様化させているところと一つに頼っている団体、必要経常費用を自己充足

しているNG〇、まったくの会員持ち出しで運営されているNOOなどが見られた。
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・全体としての、 NGOの組織としてのレベルは高く感じられた。具体的には、年次

報告書や会計報告を頼むと、多くの場合問題なく見せてくれる。また、紹介資料をあ

らかじめ用意しているところも多く見られた。

・具体的な案件に関しては、 USA I Dから全面的に支援を受けているAS BEFと

いうセネガルNGOの展開する、地方クリニックを拠点とした家族計画のための啓

蒙・基礎保健活動にたいする支援として、 ASBEFの本年度計画にあるタンバクン

ダ州のクリニック建設を取り上げた。同捕まAS BEFが拠点を持たない地域の一つ

で、資金を探しているところであった。

*提案:

セネガルにおいては、 NGOネットワーク団体でプロジェクト作成のノウハウを持つ

NGOを窓口に、草の根レベルでのニーズと具体的なイニシアティブを探索すれば大

使館の担当者に過大な負担をかけることなく、案件を発掘することが可能であると思

われる。具体的には、エイズ分野に関してANC Sが通常行っている資金調達円卓会

議にオブザーバーとして出席することから始めてはどうだろうか。このようなNGO

の活動に具体的に参加することにより、 NGOの活動に対する理解が深まると同時に、

草の根無償協力の紹介をする、あるいは具体的な事例を示す機会が飛躍的に増えると

考える。加えて、大使館の担当官側にも案件成功の鍵となる支援NGOの能力・特長・

欠点を把握する貴重な機会となりうる。

*今回の感想は、まず:全日程が短く、政府および国際機関等との協議がスケジュールさ

れていてNdoとの個別協議の時間が限られていた。また、同じく時間とスケジュール的制

約により、 NGoの地方における活動現場と地域住民の目から見た活動に対する意見を聞

く機会をもてなっかっだことが、残念である。

その他

もっと知りたいこの目のことシリーズ(東京)

タンザニア(講師:瀬川宗生氏、福山誠氏)ルワンダ(講師;石弘之氏)ジンバブ

エ(高橋朋子氏)をおこなった。



会員の集い
で 詰与,中主了 -

†

京都(加)、大阪(珂)、東京(2月中おこなやた〇 、,

また、 9 7年4月に料GOで活動している会員を招いての集いをおこなった。 (詳し

くぼ次号会報で)

言 ノ
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ィベント
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阪:吉田代表理事、会員楠田一千代) )にもそれぞれ参加した。
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1 996年度役貝

代表寧事
理事

秋山 忠正

石 弘之

伊藤 道雄

犬飼.一郎

尾町葉子
勝俣 誠

門村 清

川端 正久

北川 勝彦

閉
園
醗
躍

久史

韓国

一馬

茂樹

長門 真理

声甲子昌夫(中部大学国際関係学部教授)

(社団法人協力隊を育てる会顧問)

(東京大学大学院教授)レ ナ 言

(NGO活動推進センター常務理事)‥ で

く国際大学大学院国際関係学研究科教授)

(アフリカ田本協議会事務局長) ’予言そ∵〇五年直吉

(明治学院大学国際部教授) 士.

(立正大学文学部地理学科教授)

(龍谷大学法学部教授)

(関西大学法学部教授)

(元日本国際ボランティアセンター企画調整部長)

(財団法人国際開発センター理事)

(緑のサヘル代表)

(映画監督、市民グループ地球家族の会代表)

(主婦)

野田千香子 ′(アジア・アフリカと共に歩む会代表)

福井 勝義 (京都大学総合大同学部教授)

古沢 紘造 (駒沢大学経済学部教授)

本田真智子 (編集者)

サイラス・ゴードン・ムアンギ(四国学院大学社会学部教授)

監事

上柳 敏郎

大島 康彦

運営委員

久保 英之

詩賀 一仁

中野 智之

長門 真理

本田真智子

望月 克哉

安田 馨

尾関 葉子

(弁護士・、旧弁連人権養護委員)

(税理士・大島税務会計事務所)

(団体職員)

(日本国際ボランティアセンター職員)

(会社員、元海外青年協力隊員)

(アフリカ日本協議会理事)

(雑誌編集者)

(アジア経済研究所研究員)

(国際基督教大学教養学部学生)

(アフリカ日本協議会事務局長)

事務局

専従スタッフ(有給)

展開葉子(事務局長) (2 ・ 3月は病気療養の為欠勤) 中揚裕子(8月より)

非専従スタッフ(無給ボランティア)

篠崎典子(4月まで専従)久我祐子 金箱真洋子 高田敦 渡瀬のり子 斉藤龍一郎

鈴木前奈奥田麻鮨 楠田一千代 他
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01 997年度活動案

協議会の活動も4年目に入る。これまでの3年間は活動を回転し続けることにかなりの労

力を要し、その為に報告書作成やフォローアップといった点に手が回らなかったというのが

現状である。

今年度はこれまでの3年間で蓄積した内容をきちんとまとめ、フォローアップに力を注ぎ

たいと考える。また、来年1 〇月に、本会の発足のきっかけとなった東京アフリカ開発会議の

第2回会合が開かれることからも、この会議にむけて2年越しで活動することを念頭に、大

きな活動(特に日本国内の活動)はおこなわず、これまでのフォローアップに専念する1年と

することを運営委員から提案したい。

運営委員は限りある予算の中で出来ることだけをやろうと考えており、今年度の活

動に関しては設立当初からの継続活動の一環であるネットワーク調査と来年開催予

定のT工CAD 2に向けた活動の2点に絞りたいと考えている。ネットワーク調査とTICAD

2に向けた活動は、協議会設立以来の一貫した動きであり、 T工αⅢ 2までで一区切り

という気持ちで活動をおこなってきた面もある。

ネットワーク調査

サブサハラアフリカでは、人々の生存の基盤を脅かす沙漠化(土壌劣化)を防止し

持続的な生活改善を進めていくため、地域の住民や臓0、 NGOが環境保全活動や持続

的な農村開発に取り組んできている。そして取組を通じて、植林等の技術的アプロー

チのみならず、それを取り巻く制度・政策といった社会環境への取り組みがなければ

問題解決につながらず、また地域性氏自身がその中心的な担い手として取り組まなけ

れば成功しないという認識が広まりつつある。これらの真剣な取組は各地で成果を上

げつつあるが、その多くがそれぞれの地域・人々によって個別バラバラに努力を積み

重ねている感が強い。一層の沙漠化(土壌劣化)の進行に脅かされる中で人々がこ

れらの活動を更に発展させ、草の根の現場において具体的な成果を上げていくために

は、各地で個々に成果を上げつつある住民主体の環費保全活動・持続可能な農村開発

活動の経験交流と学び合いのためのネットワーキングやトレーニングのより一層の

充実が、当事者である地域住民や悌0、 NOOの課題対処能力向上(ユンパワメント)

のために不可欠である。

一方、アフリカの現地NOOおよびNOOネットワークと連携することを目的とする
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日本のNGO ・研究者・市民のネットワーク団体である当会は、設立後劫の3年間、

関心を持っ人々の裾野を広げるためアフリカを伝えるセミナーを日本周げの主な活

動としてきたoまた、それにはまずアフリカの人々と胸の取組を「より深く広く知

る」ことが必要であり、そのための現爛盃をアフリカ向けの主な活動としてきた。

この一連の活動の中で、アフリカが抱える諸問題が単に猿術的な問題にとどまらず、

社会環境、さらにはヒューマン・セキュリティと密接に連関していることを具体的に

「より深く知る」ことができた0また当会設立の契機である重993年重0月のアフリカ

シンポジウムから関係のあるNOOの国々をべ」スに、毎年少しづつ新たな国での調査

を通して「より広く知る」ことにも努め、蓄積を重ねてきたoそして活動4年目を迎

えて当会では、上述したェンパワメントの重要性を踏まえ、 「より広く知る」努力と

組み合わせつつ、アフリカ向けの主な活動を「草の根の開発における各地での個別の

適正技術や成果、失敗も含めた経験をトレーニングやネパワーキングを通じてどう

お互いの現場の具体的な取組に還元できるか」という課題の調査に移行していく。こ

れらの調査から期待される方法論や効果に関する情報共有は、スタッフの能力向上と

いう面も含め、アフリカ・日本双方の今後のNOO活動に重要なぽかりでなく、アフリ

カに係わるすべての活動を前進させるためのネットワークとしての将来の活動の模

索という点からも大変重要である。

そこで今年度は住民主体の環境保全・持続可能な農村開発活動に資するトレーニン

グ及びネットワークの実態把握調査を行うことを提案したい。人々が如何にして自ら

の活動実施能力を高めているのかを把握するeまた現状の検証を通じて、より効果的

な能力向上(エンパワメント)のための方法を考察し、その情報をNOO間で共有する

ことを目的とする。

実施は以下の方法を検討中。

1)過去に実施した調査によ。現地NOOとの関係と情報の蓄積があり、また各種の

トレーニング及びネットワーク型NOOが活動しているセネガルとジンバブェ

を調査の拠点国とする。またトレーニングの機会等へのアクセスが少ない事例

の調査対象国としては、 「より広く知る」方向性の中で調査の足がかりとな

る現地NOOとのコンタクトがある(1993年10月のアフリカシンポジウム参加

NOO)点を考慮して、チャド及びザンビアを取り上げる。
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2)対象国・組織

ジンバブ土 田朋、脇田メンバ「団体、工珊,側面泌昔

ザンビア: PEIJJM.メンバー団体や、 En融o皿ent and Popirl誼o#Foundation (Ms. W劃ga:

93年のゲスト),ほか 主
点

セネカ主E恥-G聖、 FAⅧほか,

チャド:緑のサヘル、 ACORI).(Mr.膝皿Laporte, 9 3年のゲスト,元PAC), Hr.Goss (9

3年のゲスト)

3)上記4ヶ国において環境保全・詩続可能な農村開発活動に関わるトレーニング

及びネットワーキングにつき、以下の調査を実施する。なお調査はアンケートと現地

訪問時のインタビューによって行い、またアンケート作成から結果のとりまとめに至

る二連の過程は、当協議会と各地域のカウンターパートNOOが共同で行う。

・活動に取り組んでいる地域住民や働犯、 NOOにおける事業実施に係る能力向上の

ここズ、トレーニングやネットワークの機会へのアクセスの現状、その効果等

・トレーニン,グやネットワークの機会を提供しているNOOにおけるプログラムの内

容、情報の蓄積と利用状況、現場の活動への効果、フォローアップの現状等

去4)調査報告書は調査対象国の関連NGOはもとより、当協議会と関係を持つNOOに

’広く配毒し、成果を共有する。また日本では、報告会等の形で調査成果の共有

と議論の場を設ける。これらの調査から期待されるネットワーク及びトレーニ

ングに関する方法論や効果に関する情報の共有は、アフリカとアフリカに係わ

る日本双方の今後のNOO活動の深化と、活動に参加するスタッフの能力向上・
㌧

人材育成に大きく貢献するものと確信する。

ワークショプ

開発協力適正技術移転・普及事業の第一歩として、近年の降雨量減少や雨季短縮化

による水不足と土壌劣化で環境破壊と農業生産低下に苦しむ一方で国内各地で地域

住民や鯖的\鵬Oによる農村開発や環境回復の取組がおこなわれている南部アフリカ

のジンバブェ国において、環境に適合した持続的農業や参加型開発の分野における現

地NGOの技術適合能力の向上を目的に立案した。また本事業は、その成果がアフリ

カの他地域のおける今後の同種研修事業のモデル的事例となることを期待されてい

る。
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本事業は、ジンバブェ国において農村開発や環境回復に取り組む現地NGOのスタ

ッフに対する環境に適合した持続的農業や参加型開発の手法を韻にした技術適合能

力向上のための指導者養成研修会と、その実施に必要な事前準備および事後の報告書

とりまとめ・配布からなる。

研修会実施にもたっては、 1995年より協力関係にある騨ⅢJM Association (参加型

手法による持続的農業および地域資源管理のトレーニングを目的とする東部・南部ア

フリカのNGOネットワーク団体。 1995年11月のジンパブェ国における生産共同組

合・ NGO活動調査における実施協力、 1996年1月に日本国内6ヶ所で開催した国際

協力セミナー「女性が変えるアフリカと日本」時における日本での有機農業および生

協∵協同組合活動に関する訪問研修を兼ねたスグッ.フの日本招鴨などの協力実績があ

る。なおPl圏⊥脱とは、 Participatory EcoIogial LaせUs坤坤age町entの賂であるo )

を実施協力団体とし、研修会の会場を信用する。また、使用する教材や講師の選定に

ついても助言を仰ぐ。

運営委員としては、本事業を調査の延長上と位置づけているが、今年度の活動の規

模から見て、資金のめどがつかない場合は延期される可能性が高い。なお、本事業は

外務省NGO事業補助金を申請中。

世田谷コミュニティ振興交流財団(くりっく 生活工房)委託事業

「見て、触って感じるアフリカ」

開催日程:平成9年(1967年) i5月24日(土)へ5月25日(日)

開催場所:世田谷文化生活情報センター くりっく 生活工房内

今回のイベントでは、 『まずアフリカを知ってみよう』から始めた。世界中の多く

の人たちを魅了してやまないアフリカ音楽とダンス、そして料理を体験すること、普

通の人たちの生活を知ること、そこからアフリカが抱えている問題を知り、アフリカ

で活動している日本人の話しに耳を傾け、参加者が何かしら?問輯轟酵素何かをやっ

てみようという参加意欲の萌芽を抱えて家路に着くことを意図した。

主催:世田谷区コミュニティ振興交流財団 世田谷文化生薄軍報センター 生活工房

協力団体;在京タンザニア大使館、在京カメルーン大使館 在京ガーナ大使館、日本

中近東アフリカ婦人会、ピタシカオフィス、サヘルの会、 JVC、緑のサヘル、ワ・
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スワヒリの会、 GIobal Village、日本フォスタープラン、サザンクロスジャパン、ア

フリカ教育基金の会他

TICAD2へ向けた活動に関する一提案

(ア) TICADII本会議へのインプット

*活動ターゲット

(り議論すべき項目のインプット、

の)ペーパー作成へのインプット、

のアフリカ人 草の根グループからの本会議参加

*スケジュール’

6月のバンコク会議終了後から10月の準備会合までが実質的な活動期間となろう

(準備会合で中身の大枠が決まる)

春活動体制

ィンプットする内容については各々グループ別に議論を積み重ね、逐次発表してい

く。

外務省との交渉は事務局長の尾関をA J Fの顔としてアプローチしていく

(イ) TICAD重I当日へ向けて

*何をするのか

10年先を見据えた、これからの議論が出来るアフリカ人の若手・中堅を中心に、実

質的な討議を行う。それはTIC佃のコンテクストのみで考えるのではなく、今後、我々

は何を考え何をしていかなければならないのか、について身のある議論をしたいとい

う希望があるからである。

*、形態

琉府会議と平行して独自会議開催

アウトプットとしてのペーパー

享アフリカ協会との連携

了∴悠 宣言

.し
一㌧∴了-、

ヽ\ナ
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原稿執筆〃講蹄派遣

ァブリカ情報提供や協議会の広報という意味合いだけでなく、貴重な資金源ともな

っている両プログラムであるが、今年も多くの件数がすでに予定されているo

特にアーシアン、日教組教育新聞は連載な為、執筆者の負担も大きいが、その分年

間7 2万円が確保されている点は協議会にとっては貴重な財源といえるo今年からば、

ァーシアンへの原稿を会員の協力を仰ぎ、原文提供してもらっている。

会員向けプログラム(会員名簿の公開)

会員向けプログラムに関しては、運営委員会・事務局を中心とせず、会員の自発的な動き

に委ねたい。そのためにも、活発な会員間の交流を促するために、運営委員会からは

会員名簿の公開を提案したりゝ「

会員の集いなどにおいて、会員同氏の情報交換が必要という意見が多数だされたo

そのために、名簿公開を提案したい。個人情報なため、氏名、住所(自宅・職場) 、

職業、専門(関心の対象)などどこまで公開するかば会員個々人の判断に委ねるべき

と考えている。総会で討議・承認された場合は会員全員にアンケートを送り、名簿作

成・配布へと進めたい。

1 997年度予算案

資金調達がますます困難である点は、 4年目もかわりないo現状では協議会の中で

資金調達担当者はおらず、会員が個別に新規会員の勧誘をしたり、事務局長、運営委

員が講演・原稿執筆、助成金申請などをてがけるのが手いっぱいという状況であり、

助成団体以外の新規ドナーの開拓にまで手が回らないでいるoその上この不景気など

から、資金ぐりはかなりむずかしいと思われる。

このことからも、先の理事会で多くの理事が規模縮小やむなしという意見を出され

たが、その点は運営委員会としても重々承知しているo特に、収入のあてのない事務

管理費の予算確保が困難である。これまでは事業をおこなうことで助成金を得、それ

によって事務管理費の一部をまかなうという方法をとってきた。例えば昨年度のアル

バイト4ヶ月分は事業に対する助成金から出されているo今年度はこうした大規模な
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活動、特に日本国に亜への招鴨事業を行わないため、事務管理費の資金繰りがかなり

困難になると言わざるを得ない。

∴言草務管理費として予想される金額は4 7 5方正これは現状の場所での事務所維持

(賃貸契約更新料も含む)とテルバイト1名(月一金。午後2時へ7時)の給与。コ

ピー機l台のリースと雷話・ファックス各1台の状態をべ-スに貸出された。これに

菊する確実な収入は、会費2 0 0万(前年度と同額)と若干の収入、前年度持ち越し

原稿執筆料66万だけであり、 1 55万円は不足となっている。

運営委員会でも支出を減らそうと考え、コピーの枚数制限を設けたり、運営委員会

でのコピー使用は有料とするなどしている。また、電話回線を1つ(これまでは寓話

’2回線、ファックスl回線)解約したり事務所の移転なども検討している。しかし事

務所の移転については現在の権利金5 0万円がまるまる返却されるわけではないの

で、その上新たに権利金を支払わなくてはならない点に加え、住所変更、引っ越しな

どの手間・予算を考えると、月5万円以内の家賃でないと最終的な支出がかえって増

えてしまうことが判明している。

《∴∴・また、家賃と合わせて最大の支出を占める人件費については、有給スタッフとして

の事務局長l人体制をやめ、代わりにアルバイト事務局貝を1名確保、事務局長の展

開は無給・非専従となることを運営委員会で理事会・総会に提案したい。事務局長は

今後も協議会の顔として対外的な実務には携わるが、事務局の事務処理は基本的にア

ルバイト事務局員が受け持つという体制をつくりたいと考えているこ

4月になって、運営委員は新規会員の勧誘、新規ドナーの開拓などを含め5 〇万円

の資金調達をおこなうことをプレッジしたが、同時に理事への資金協力を仰いだ。こ

れに対し吉田代表理事からも理事1 9名へ合計1 2 0万円の寄付の呼びかけをおこ

なっている。現在具体的には9 4万円の金額提示(運営委員兼務の者の提示も含む)

をいただいている。また、複数の理事の方から具体的な寄付金提示や今後の協議会運

営については来たる理事会にて話し合いたいという意見もいただいた。総会に先立ち

同日午前中に開かれる理事会では、本年度へTICAD 2までおよびTICAD 2以降の活

動の方向性と、事務局体制の見直しを再検討する
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運営委員としては、活動に関しては限りある予算の中で出来ることだけをやろうと

考えており、今年度の活動は設立当初からの継続活動の一環であるネットワーク調査

と来年開催予定のT工C腿2に向けた活動の2点に絞っている。ネットワーク調査と

ⅡCAD 2に向けた活動は、協議会設立以来の一貫した動きであり、 T工C肋2までで一

区切りという気持ちで活動をおこなってきたことからも、 T重C腿2までは現状の規模

のまま(事務所維持、アルバイト事務局員l名の確保)ですすめたいというのが、運

営委員全員の考えである。独立した連絡先と昼間連絡がつく事務局見なしでは、 TICAD

2への十分な活動ができないと考えるからである。

理事会への4提案

多くの理事に指摘されたように、今回の理事への資金協力のお願いはあくまでも緊

急事態、言って見れば延命措置であり、ある一定以上の期間もしくは2度の延命措置

はあり得ないものと考えている。 あくまでもTICAD 2までを期限とし、それまでは現

体制で活動をおこない、その後は大幅な規模縮小もやむなしと運営委員会では考えて

いる。

6月7日の理事会では、そのTICAD2までの間、どのような体制で活動するべきか、

どの部分の予算を削りどの部分を確保するべきなのか等々を、具体的に討議したいと

考えているが、具体案は以下のように分類されると考えた。 6月7日の理事会では、

以下の案の中から今年の運営形態を考えたいと理事に提案している。

A案:事務局はこのまま現在の住所に維持。アルバイト1名を雇う。 (運営委員案)

B案:事務所は閉鎖する。アルバイトも雇わない。 」三の案をご支持される場合は、

協議会の住所・電話などの連絡先をどうするかの具体案もご提示下さ時

C案の1 :事務局はこのまま現在の住所に維持。アルバイトは雇わない。

C案の2 :事務局はどこかに間借りする。アルバイトは雇わない。臆臆(この案を支埠さ

れる場合は、間借り先の個人名または他団体の名を相手方の承認を得た上で具体的に

ご提案下さい。なお前述の通り、実質的な支出削減のためには事務所家賃は巨.万円以

下であることが不可欠になります。 )

D案:事務局はどこか個人宅または他団体事務所に間借りする。アルバイトは雇う。

(C案の2同様、間借り先の個人名または他団体の名を相手方の承翠を得た上で具体

的にご提案下さい。また、事務所家賃は5万円以下であることが不可欠です。 )
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1 9 9了年度役員・運営委員、事務局体制

理事のうち、石弘之氏が理事を辞退された。 4月l日づげの東京大学教養学部長就

任に伴い、任意団体をふくめた一切の団体の役員から退くことが義務づけられている

ためと伺っている。この件は7日の理事会に報告される。

軽率・運営委員は前年度と同じ。 「

事務局アルバイト募集について

アルバイト募集に関しては以下の様にすすめさせていただいた。募集を始めたのが

3月ということもあり、これ以上応募者への返事を延ばすことは先方にも失礼ともなつニー

り、また仮に雇用が決まった場合に候補者が現職を辞める時期にも支障が出ることを

鑑み、面接は5月中におこなった。於だし現状を正直に伝えあくまでも5月中の決定 号

は内定でありアルバイトを雇用するか否かは6月7日の会員総会の決議で決定され率∵

ることが条件であると理解してもらっている。

現在のアルバイト職員である中揚裕子は次の仕事が1 6日から決まっていること

もあり、 6月1 5日で契約を終了。その為アルバイトを雇わないと決まった場合な1

6日以降、専従をおかないことになる。この場合、運営委員およびボランティアで残

務処理を行ないながら、不定期にしか事務局に来られない人々の面で連絡体制をつく

りなおすことになる。アルバイトを雇うと決まった場合は引継などの期間を加えた後

任の業務開始時期まで、運営委員やボランティアで臨時に対応することになる。

会費の細入期限が切れていませんか?

会報などが送られてくる封筒のシールを見てください。倒:展開葉子(的1 1 )97。 03とある場

合、部11が会員番号、その隣が会費の納入期限です。過ぎている方!よろしくお振り込み
与;I トi∴∴′

お願いします年I∴ 言

振込先‥ (郵便輔卑1字〇二3-き732了6アフリカ日本協叢会
」∴∴ゝ 上-

/l

(鎮行)さくら銀行柚田梧支店 讐蓋口座3492678アフリカ日本協離合
十’∴‾

章節振平準(おお宇野すが・別途協議会へご連続お願いいたしますo) \ 了ノ .

*今後・制曹?送不時軍部坤だI埠させていただきますoお振り込みの問二・(し 」

き添え下さい。
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ァフl)カ日本協議会1997年度収支予算(案)

ヮークショップ 響3,095,000

ネットワーク調査
湖,200,000

前年度セミナ報告書 馳50・ 000

委託事業経費

英・仏ニュールター

事業費小計

管理費

人件費

消耗品質

雑費

家賃・光熱費

通信費

(会報発送分含む)

管理費小計

翰23, 000

親70,000

勘440,000

軋20, 000

響480, 000

親,750, 000

響960, 000

収入

務省鵬O事業補助金

人寄付

主友財団

益信託地球環境日本基金
参加者自己負担分ークショップ○

オン財団

業委託金

(世田谷コミエティ振興交流財団)

理費

会費

運営委員プレッジ分
理事寄付

原稿執筆

前年度繰り越しから

雑収入(物販・寄付等)

勘,530,000

親,565,000

我,000, 000

掌800, 000

勘,200,000

響300, 000

響970, 000

響2タ173,000

艶,000,000

粥00,000

軋,000,000

響650, 000

親00,000

鴻00, 000

馳,750,000

辿己蓮道上旦竣
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